
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡市市民協働活動センターだより 

令和２年３月 ー 第 ２２ 号 ー 

発 行：八幡市立市民協働活動センター  

（運営：特定非営利活動法人八幡まちづくり協会） 

センター施設利用のご案内 

活動センター施設（団体活動室及びコピー機、印刷機、ロッカー等）をご利用いただくには、団体登録（無料）が必要です。 

＜登録にあたっての注意点＞ 

◎活動内容がＮＰＯ団体等の市民の自主的で営利を目的としない社会に貢献する活動であること。 

◎活動センターの目的の一つである「団体同士の連携やネットワークづくり」「施設運営」に協力できること。 

◎利用禁止事項の遵守 

政治・宗教・営利目的活動、公の秩序又は公序良俗に反する活動をしないこと。 

以上の注意点を了承いただき、登録申請書、規約、活動の分かる資料とともに活動センター事務室スタッフまでご提出下さい。 

 「八幡の歴史を探究する会」 

～ 野鳥の紹介 ～ 

 

 

 

こんなん知ってた？オオバンの弁足も立派だよ！ 

１．令和元年度の活動実績 

（１）例会：計６回開催 

（２）八幡の歴史を学ぶ連続学習会：計５回開催 

（３）１０周年記念誌「八幡の歴史を探究して１０年」の刊行 

（４）第４６回八幡市民文化祭に出展 

（５）会報：計６回発行（第９１号～９６号） 

（６）ホームページの充実 http://yrekitan.exblog.jp/ 

・現在掲載の会報記事は４５８件掲載、ホームページの累計 

訪問者数は、令和２年３月７日現在で 72,200 人。（オープン後７年４ヶ月経過） 

２．令和２年度の主な活動計画（案） 

次年度も八幡の歴史についての探究と共有を目指して、三本柱の活動（会員の研究発表・現地見学会・ 

研究者の講演会）を継続し、その成果を広く発信する。 

（１）例会（偶数月に６回開催予定）                （３）第４７回八幡市民文化祭に出展 

                               （４）会報は隔月発行(５.７.９.１１.２月) 

                                                                            （５）ホームページの管理運営 

 

（２）「八幡の歴史を学ぶ連続学習会」の開催（奇数月に６回実施予定） 

 

 

 

第 23 回連続学習会(ふるさと学習館) 

八幡自然塾 

カイツブリほどではないが、オオバンの弁足も立派だ。カイツブリは水中で漁をする 

潜水巧者だが、地上を歩くのは苦手だ。一方、オオバンは潜って水底の水草を採って 

食べる程度だが、地上に出て昆虫などを捕食したり、また、樹上で柿の実なども食べる 

ことが出来る。 

 要するに、弁足としての機能は同じだが、カイツブリと比較すれば、形状やサイズの 

違いが著しい。使い方の違いによる発達差が生じたと考えられる。 

４月例会：年次総会・講演会   10 月例会：講演と交流の集い 

６月例会：歴史探訪バスツアー  12 月例会：古寺巡礼ウォーク 

８月例会：講演と交流の集い      ２月例会：会員研究発表 

 

第 25 回（5/13）：「エジソンと八幡の竹」         第 28 回（11/11）：「松花堂昭乗書状」 

第 26 回（7/8） ：「気候変動から見た古代と近世の八幡」  第 29 回（1/13） ：「淀屋の謎に魅せられて」 

第 27 回（9/9） ：「八幡の歴史探訪」           第 30 回（3/10） ：「鳥羽・伏見の戦いーその後」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民協働活動センター 
至京阪石清水八幡宮駅・御幸橋 

八幡市役所 

至国道１号 

八幡一ノ坪 

市民協働活動センター案内地図 

市民協働活動センター 

八幡市文化センター 

大
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川 

〒 

至国道１号 

八幡南山 

福祉会館 

ふるさと学習館 

京都八幡病院 

介護老人保健施設石清水 

男山中学校 

八幡小学校 
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八幡東浦バス停 

郵便局 

●所在地 〒614-8022 

八幡市八幡東浦５（旧八幡東小学校 南棟 1 階） 
     京阪バス・コミュニティバスやわた「八幡東浦」 

下車北へ徒歩 100ｍ ※敷地内駐車場スペースあり 

●電 話 075-925-5748 
●ＦＡＸ 075-925-5748 
●メール ywt-npo.support@kcf.biglobe.ne.jp 

●ホームページ http://www.city.yawata.kyoto.jp/0000004546.html  
●開館日と開館時間 
 月・火・水・金・土 午前 9 時～午後６時 
（年末年始・祝日を除く）※事務室スタッフは開館日の開館時間在室 
 

 「ＮＰＯ法人 道しるべ」 

イベント情報 

１．“道しるべ地域移動サービス”実証実験について 

●実証実験日時：令和２年３月２日～３月１４日（日曜日を除く）午前１０時～午後４時 

●利用地域 橋本地域の東狩尾・西狩尾町内会と西山丸尾町内会にお住まいの方々    

●サービスの対象地域 八幡市内の全地域（スーパーマツモトくずは北店を含む） 

●利用方法 電話による予約制で、当日の指定時間に自動車でお迎えにあがり、目的地（スーパーや病院など）へ移動 

●利用料金 無料（実証実験のため 本格運行時は別途設定） 

２．朝市について 

●実施日時 毎月の月曜日（祝日を除く）午前１０時～午前１２時 

●実施場所 橋本地域の元ヤマサ跡 

※３月は新型コロナウイルスの影響のため中止 

３．パソコン講習会について 

●実施回数 毎月２回 午後１時～午後３時３０分 

●実施場所 八幡市市民協働活動センター 

●受講料  会員：５００円、一般：１,０００円 

※３月は新型コロナウイルスの影響のため中止 

 

 やわた観光ガイド協会 

やわた観光ガイド協会 名古屋研修旅行 

やわた観光ガイド協会では、冬に会員研修のため各地の名所旧跡を訪ねています。 

今年は 2 月 18 日に、名古屋に行って来ました。江戸時代、今の名古屋は尾張徳川家が 

治めていましたが、その藩祖である徳川義直公の母であるお亀の方は、八幡の正法寺の 

出身で、そのお墓が名古屋の相応寺というお寺にあるというので、今回はその相応寺と 

熱田神宮、そして義直公の居城であった名古屋城の本丸御殿を訪問しました。 

 相応寺では本堂にお参りし、住職から「お亀の方（相応院）が江戸で亡くなられた後、大行列で棺が今の名古

屋東区にある高岳院に運ばれ、葬儀供養が行われた後、一周忌にこの相応寺が建立された。」「ご本尊は阿弥陀三

尊像で、その前に置いてあるのが相応院のご位牌と相応院が好んだボタンの花。」などのお話を伺いました。次に

訪れた熱田神宮は、主祭神は熱田大神で、三種の神器の一つである草薙剣（くさなぎのつるぎ）をご神体とする

天照大神です。本殿の建築様式は神明造りで、独特の屋根の形が荘厳さを醸し出していました。そして最後の目

的地は名古屋城本丸御殿。尾張藩初代藩主の婚儀の御殿として家康の命で建てられた近世城郭御殿の傑作と言わ

れ、障壁画や天井は部屋毎の格式に合わせた設えになっています。中でも上洛殿は最も格式が高く、障壁画は狩

野探幽の「帝鑑図」と「雪中梅竹鳥図」、彫刻欄間や天井も立派な造りになっています。また、釘隠しや襖の引手

などの金具も手の込んだ細工になっており、見応えがありました。 

 ちょっと遠出だったので、時間に追われながらの見学でしたが、見所満載で充実した一日になりました。 


